
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2019年7月31日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2019年7月31日～2020年8月28日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202008_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
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2020年8月31日

マーケットの動き（2020年8月24日～8月28日） 米国株価指数の推移

投資環境見通し（2020年8月）

外国株式相場は強弱材料が交錯し、方向感に欠ける展開

外国株式相場は、新型コロナウイルスの感染再拡大に対する懸念が広がる中、実体経済の回復には当初の

想定よりも時間を要するとの見方が強まっていますが、各国中央銀行による異例の大規模金融緩和や財政

支出による流動性供給を背景に、下値を切り上げる相場展開が続くことも考えられます。また、米国企業

決算が事前の予想以上に堅調なことや欧州経済の改善期待が高まっていることもプラス材料と考えられま

す。一方、米国では景気回復ペースが鈍化しつつある中、失業保険特別給付が満額で延長される可能性は

低いとみられ、議会内での合意内容次第では、個人消費の下振れが懸念されます。外国株式相場は強弱材

料が交錯し、方向感に欠ける展開を予想しています。

10.05%

S&P500種株価指数 3,508.01 3.26% 9.00% 18.75%

NYダウ 28,653.87 2.59% 8.62% 12.77%

先週の米国株式市場は、前週末比で上昇し、S&P500種株価指数は最高値を更新しま

した。

27日の国際経済シンポジウム（ジャクソンホール会議）において、FRB（米国連邦準

備理事会）議長の講演で示される今後の金融政策指針への期待が市場を支えました。

欧州株式市場は、FRB（米連邦準備制度理事会）議長講演を受けてドル安・ユーロ高

となったことも影響し、週後半にかけて株価が下落しました。
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